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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドレイン線を共有する複数の液晶パネルと、
　前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御するタ
イミングコントローラ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶
パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出
力開始を指示する信号と、前記各映像データ信号を構成するラインごとの映像データの入
力周期を制御する信号との入力に応じて、対応する液晶パネルの複数のゲート線に順次ゲ
ート駆動パルスを出力する、前記各液晶パネルに対応して設けられた複数のゲートドライ
バ手段とを備え、
　前記タイミングコントローラ手段は、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドラ
イバ手段とを制御して、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えてラインご
との前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込むことを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　ドレイン線を共有する複数の液晶パネルと、
　前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御するタ
イミングコントローラ手段と、
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　前記タイミングコントローラ手段からの出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶
パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出
力開始を指示する信号と、前記各映像データ信号を構成するラインごとの映像データの入
力周期を制御する信号と、前記映像データ信号を出力する液晶パネルを指定する信号との
入力に応じて、指定された液晶パネルごとにそれぞれの複数のゲート線に順次ゲート駆動
パルスを出力する、前記各液晶パネルに共通に設けられたゲートドライバ手段とを備え、
　前記タイミングコントローラ手段は、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドラ
イバ手段とを制御して、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えてラインご
との前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込むことを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　ドレイン線を共有する複数の液晶パネルと、
　前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御するタ
イミングコントローラ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶
パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出
力開始を指示する信号と、前記各映像データ信号を構成するラインごとの映像データの入
力周期を制御する信号との入力に応じて、対応する液晶パネルの複数のゲート線に順次ゲ
ート駆動パルスを出力する、前記各液晶パネルに対応して設けられた複数のゲートドライ
バ手段とを備えてなる液晶表示装置において、
　前記タイミングコントローラ手段に、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドラ
イバ手段とを制御させて、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えさせてラ
インごとの前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込ませ
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　ドレイン線を共有する複数の液晶パネルと、
　前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御するタ
イミングコントローラ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶
パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、
　前記タイミングコントローラ手段からの前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出
力開始を指示する信号と、前記各映像データ信号を構成するラインごとの映像データの入
力周期を制御する信号と、前記映像データ信号を出力する液晶パネルを指定する信号との
入力に応じて、指定された液晶パネルごとにそれぞれの複数のゲート線に順次ゲート駆動
パルスを出力する、前記各液晶パネルに共通に設けられたゲートドライバ手段とを備えて
なる液晶表示装置において、
　前記タイミングコントローラ手段に、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドラ
イバ手段とを制御させて、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えさせてラ
インごとの前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込ませ
ることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ドレイン線が共通の複数の液晶パネルを用いて、同時に異なる画像の表示
を行うことを可能にした、液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、１枚の液晶表示パネルによって、複数の異なる画像を表示する液晶表示装置につ
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いては、例えば特許文献１に開示されたようなものがある。
　この従来例の液晶表示装置は、１枚の液晶表示パネルの表示領域を２つに分けて、それ
ぞれを例えば表面表示領域，裏面表示領域として、１枚の液晶表示パネルの表裏両面に表
示可能にしたものであって、液晶ドライバＩＣからの配線の一部または全部を表面表示領
域用と裏面表示領域用とに共用することによって、ドライバＩＣが表裏両面に表示できる
画素数を増加させた構成と駆動方法とを提案している。
【０００３】
　また、特許文献２においては、複数の液晶パネルに対して、液晶駆動用ＬＳＩを含む周
辺回路を共用して、部品点数の削減と機器の小型化・薄型化を可能にした液晶表示装置が
開示されている。
　また、特許文献３においては、表側表示パネルと裏側表示パネルを有する表示媒体にお
いて、表側表示パネルと裏側表示パネルにそれぞれ信号電極と走査電極を設けて、表側表
示パネルの信号電極と裏側表示パネルの信号電極を、それぞれ同一の信号電極駆動ＩＣに
電気的に接続することによって、駆動ＩＣ数を減らして小型化・簡易化した両面表示媒体
を形成することが記載されている。
【０００４】
　また、特許文献４においては、２枚の液晶パネル間にドライバＩＣを挟持することによ
って、両面表示時の部品点数および実装工程を削減した電気光学装置が開示されている。
　さらに、特許文献５においては、２枚の液晶表示素子を共通の照射手段によって照射す
るとともに、共通の駆動用ＩＣによって駆動することによって、使用部品数を削減した表
裏同時表示形式の液晶表示装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－３１２２２８
【特許文献２】特開２００２－３５７８４５
【特許文献３】特開２００３－１７７６８３
【特許文献４】特開２００３－２８０５４１
【特許文献５】特開平９－２３６８０１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された従来技術では、コモン配線またはセグメント配線を、表面の表
示領域と裏面の表示領域ににおいてそれぞれ独立に制御することができない。そのため、
正常に表示できるのは、表面の表示領域または裏面の表示領域のいずれか一方だけであっ
て、同時に表裏両面の表示領域に正常表示を行うことはできない。
　また、この従来技術では、コモン配線またはセグメント配線のどちらか一方のみを共有
する構成についても記述されているが、同時に表裏両面の表示領域を利用者が見ることを
想定していないため、表面の表示領域と裏面の表示領域とを同時に正常表示することを可
能にする駆動方法については提案されていない。
【０００６】
　また、特許文献３に記載された従来技術では、両面表示媒体において、表側表示パネル
と裏側表示パネルにそれぞれ信号電極と走査電極を設けて、表側表示パネルの信号電極と
裏側表示パネルの信号電極と同一の信号電極駆動ＩＣから駆動することが記載されている
が、ドレイン線が共通の複数の液晶パネルに対して、同時に異なる画像の表示を行うこと
については記載されていない。
　なお、これ以外の上記した各特許文献においても、ドレイン線が共通な構成を有する複
数の液晶パネルにおいて、同時に異なる画像の表示を可能にすることについては記載され
ていない。
　このように従来の液晶表示装置においては、ドレイン線を共有する複数の液晶パネルを
用いて、複数の液晶パネルを同時に見た場合において、異なる内容の表示を行うことはで
きなかった。
【０００７】
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　この発明は上述の事情に鑑みてなされたものであって、ドレイン線が共通の複数の液晶
パネルを用いて、同時に異なる画像の表示を行うことを可能にした、液晶表示装置および
その駆動方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は液晶表示装置に係り、ドレイン線を共
有する複数の液晶パネルと、前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出
力タイミングを制御するタイミングコントローラ手段と、前記タイミングコントローラ手
段からの出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶パネルの複数のドレイン線にライ
ンごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、前記タイミングコントローラ手段
からの前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出力開始を指示する信号と、前記各映
像データ信号を構成するラインごとの映像データの入力周期を制御する信号との入力に応
じて、対応する液晶パネルの複数のゲート線に順次ゲート駆動パルスを出力する、前記各
液晶パネルに対応して設けられた複数のゲートドライバ手段とを備え、前記タイミングコ
ントローラ手段が、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドライバ手段とを制御し
て、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えてラインごとの前記映像データ
を前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込むことを特徴としている。
【０００９】
　また、請求項２記載の発明は液晶表示装置に係り、ドレイン線を共有する複数の液晶パ
ネルと、前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御
するタイミングコントローラ手段と、前記タイミングコントローラ手段からの出力タイミ
ング制御に応じて、前記複数の液晶パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データ
を出力するソースドライバ手段と、前記タイミングコントローラ手段からの前記各液晶パ
ネルに対する映像データ信号の出力開始を指示する信号と、前記各映像データ信号を構成
するラインごとの映像データの入力周期を制御する信号と、前記映像データ信号を出力す
る液晶パネルを指定する信号との入力に応じて、指定された液晶パネルごとにそれぞれの
複数のゲート線に順次ゲート駆動パルスを出力する、前記各液晶パネルに共通に設けられ
たゲートドライバ手段とを備え、前記タイミングコントローラ手段が、前記ソースドライ
バ手段と前記複数のゲートドライバ手段とを制御して、書き込み先の液晶パネルをライン
周期で順次切り換えてラインごとの前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する
液晶パネルに書き込むことを特徴としている。
【００１０】
　また、請求項３記載の発明は、液晶表示装置の駆動方法に係り、ドレイン線を共有する
複数の液晶パネルと、前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイ
ミングを制御するタイミングコントローラ手段と、前記タイミングコントローラ手段から
の出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶パネルの複数のドレイン線にラインごと
に映像データを出力するソースドライバ手段と、前記タイミングコントローラ手段からの
前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出力開始を指示する信号と、前記各映像デー
タ信号を構成するラインごとの映像データの入力周期を制御する信号との入力に応じて、
対応する液晶パネルの複数のゲート線に順次ゲート駆動パルスを出力する、前記各液晶パ
ネルに対応して設けられた複数のゲートドライバ手段とを備えてなる液晶表示装置におい
て、前記タイミングコントローラ手段に、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートド
ライバ手段とを制御させて、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えさせて
ラインごとの前記映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込ま
せることを特徴としている。
【００１１】
　また、請求項４記載の発明は、液晶表示装置の駆動方法に係り、ドレイン線を共有する
複数の液晶パネルと、前記複数の液晶パネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイ
ミングを制御するタイミングコントローラ手段と、前記タイミングコントローラ手段から
の出力タイミング制御に応じて、前記複数の液晶パネルの複数のドレイン線にラインごと
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に映像データを出力するソースドライバ手段と、前記タイミングコントローラ手段からの
前記各液晶パネルに対する映像データ信号の出力開始を指示する信号と、前記各映像デー
タ信号を構成するラインごとの映像データの入力周期を制御する信号と、前記映像データ
信号を出力する液晶パネルを指定する信号との入力に応じて、指定された液晶パネルごと
にそれぞれの複数のゲート線に順次ゲート駆動パルスを出力する、前記各液晶パネルに共
通に設けられたゲートドライバ手段とを備えてなる液晶表示装置において、前記タイミン
グコントローラ手段に、前記ソースドライバ手段と前記複数のゲートドライバ手段とを制
御させて、書き込み先の液晶パネルをライン周期で順次切り換えさせてラインごとの前記
映像データを前記ドレイン線に出力して対応する液晶パネルに書き込ませることを特徴と
している。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の液晶表示装置およびその駆動方法によれば、ドレイン線を共有する構成の複数
の液晶パネルを用いて、複数の液晶パネルを同時に見た場合においても、それぞれの液晶
パネルにおいて異なる内容の表示を行うことが可能な、液晶表示装置を実現することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　ドレイン線を共有する複数の液晶パネルを備えた液晶表示装置において、複数の液晶パ
ネルに対応する複数の映像データ信号の出力タイミングを制御するタイミングコントロー
ラ手段と、タイミングコントローラ手段からの出力タイミング制御に応じて、複数の液晶
パネルの複数のドレイン線にラインごとに映像データを出力するソースドライバ手段と、
タイミングコントローラ手段からの各液晶パネルに対する映像データ信号の出力開始を指
示する信号と、各映像データ信号を構成するラインごとの映像データの入力周期を制御す
る信号との入力に応じて、対応する液晶パネルの複数のゲート線に順次ゲート駆動パルス
を出力する、各液晶パネルに対応して設けられた複数のゲートドライバ手段とを備えて、
複数の映像データ信号を構成する複数のラインごとの映像データを入力順に、映像データ
信号ごとに順次切り換えて対応する液晶パネルのドレイン線に出力する。
【実施例１】
【００１８】
　図１は、本発明の第１実施例である液晶表示装置の構成を示す図、図２は、本実施例の
液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
　この例の液晶表示装置は、図１に示すように、タイミングコントローラ１と、ソースド
ライバ２と、第１の液晶パネル３と、ドレイン線４と、第１のゲート線５と、第２のゲー
ト線６と、第１のゲートドライバ７と、第２の液晶パネル８と、第２のゲートドライバ９
とから概略構成されている。
【００１９】
　タイミングコントローラ１には、第１の液晶パネル３において表示を行うための映像デ
ータ信号ＡＤＩと第２の液晶パネル８において表示を行うための映像データ信号ＢＤＩ、
およびデータイネーブル信号ＤＥ等の同期信号が入力される。
　タイミングコントローラ１は、これらの入力信号からソースドライバ２の制御信号とし
て、映像データ信号ＤＯ，スタートパルス信号ＳＴＨ，シフトクロック信号ＨＣＫおよび
データラッチ信号ＳＴＢを出力する。
　また、タイミングコントローラ１は、ゲートドライバ７の制御信号として、スタートパ
ルス信号ＳＴＶＡ，シフトクロック信号ＶＣＫＡを出力し、ゲートドライバ９の制御信号
として、スタートパルス信号ＳＴＶＢ，シフトクロック信号ＶＣＫＢを出力する。
【００２０】
　この例の映像表示装置においては、タイミングコントローラ１が映像データ信号ＡＤＩ
と映像データ信号ＢＤＩを、ライン周期で交互にドレイン線４に出力するように映像デー
タ信号ＤＯを制御し、そのタイミングに合わせて第１のゲートドライバ７と第２のゲート
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ドライバ９を制御することによって、ドレイン線を共有する第１の液晶パネル３と第２の
液晶パネル８において、同時に観察した場合でも異なる内容の表示を行うことができる。
【００２１】
　以下、図２を参照して、この例の液晶表示装置の動作を説明する。
　図２においては、解像度（１０２４×７６８）の２枚の液晶パネルにおいて表示を行う
際のタイミングを例として、この例の液晶表示装置の動作を示している。
　図中、データイネーブル信号ＤＥは、 "Ｌ”期間がＩＮＶＡＬＩＤ期間を表し、 "Ｈ”
期間がＶＡＬＩＤ期間を表すものとする。
　映像データ信号ＡＤＩは、第１の液晶パネル３において表示を行うべき信号であり、Ａ
Ｄ０が１ライン目の映像データを、ＡＤ１が２ライン目の映像データを、ＡＤ３が３ライ
ン目の映像データを示し、以下、同様にしてＡＤ７６７が７６８ライン目の映像データを
それぞれ示している。
　また、映像データ信号ＢＤＩは、第２の液晶パネル８において表示を行うべき信号であ
り、ＢＤ０が１ライン目の映像データを、ＢＤ１が２ライン目の映像データを、ＢＤ３が
３ライン目の映像データを示し、以下、同様にしてＢＤ７６７が７６８ライン目の映像デ
ータをそれぞれ示している。
【００２２】
　この第１の液晶パネル３のための映像データＡＤ０～ＡＤ７６７と第２の液晶パネル８
のための映像データＢＤ０～ＢＤ７６７が交互に出力されるように、タイミングコントロ
ーラ１によって映像データ信号ＤＯを制御する。
　ソースドライバ２は、入力された映像データ信号ＤＯによって、ＡＤ０→ＢＤ０→ＡＤ
１→ＢＤ１→，…，→ＡＤ７６６→ＢＤ７６６→ＡＤ７６７→ＢＤ７６７の順に、ドレイ
ン線４に映像データを出力する。
【００２３】
　タイミングコントローラ１は、ソースドライバ２からドレイン線４に出力されるライン
ごとの映像データＡＤ０→ＢＤ０→ＡＤ１→ＢＤ１→，…，→ＡＤ７６６→ＢＤ７６６→
ＡＤ７６７→ＢＤ７６７が、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８においてそれぞれ
正しく表示されるために、映像データＡＤ０が先頭データになるように、スタートパルス
信号ＳＴＶＡを生成するとともに、映像データＢＤ０が先頭データになるように、スター
トパルス信号ＳＴＶＢを生成し、また、スタートパルス信号ＳＴＶＡに合わせてシフトク
ロック信号ＶＣＫＡを２ライン周期で生成するとともに、スタートパルス信号ＳＴＶＢに
合わせてシフトクロック信号ＶＣＫＢを２ライン周期で生成する。
【００２４】
　そして、第１のゲートドライバ７に入力されたスタートパルス信号ＳＴＶＡとシフトク
ロック信号ＶＣＫＡ、および第２のゲートドライバ９に入力されたスタートパルス信号Ｓ
ＴＶＢとシフトクロック信号ＶＣＫＢによって、ゲート線５とゲート線６にゲート駆動パ
ルスを交互に出力する。
　このような制御を行うことによって、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８は、ソ
ースドライバ２とドレイン線４とを共用して、それぞれの液晶パネルにおいて同時に異な
る表示を行うことができる。
【００２５】
　このように、この例の液晶表示装置においては、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネ
ル８において、ソースドライバ２とドレイン線４とを共用する構成でありながら、それぞ
れの液晶パネルにおいて、同時に異なる表示を行うことが可能である。
【実施例２】
【００２６】
　図３は、本発明の第２実施例である液晶表示装置の構成を示す図、図４は、本実施例の
液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
　図１，図２に示された第１実施例においては、１ライン周期で交互に第１の液晶パネル
３と第２の液晶パネル８とに映像データを書き込む駆動方法をとっているが、以下におい
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ては、フレーム周期で交互に第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８とに映像データを
書き込む駆動方法をとる場合を第２実施例として説明する。
　この例の液晶表示装置は、図３に示すように、タイミングコントローラ１Ａと、ソース
ドライバ２と、第１の液晶パネル３と、ドレイン線４と、第１のゲート線５と、第２のゲ
ート線６と、第１のゲートドライバ７Ａと、第２の液晶パネル８と、第２のゲートドライ
バ９Ａとから概略構成されている。
　これらのうち、ソースドライバ２，第１の液晶パネル３，ドレイン線４，第１のゲート
線５，第２のゲート線６，第２の液晶パネル８は、図１に示された第１実施例の場合と同
様である。
【００２７】
　第１のゲートドライバ７Ａと第２のゲートドライバ９Ａとは、カスケード接続されるよ
うに構成されている。タイミングコントローラ１Ａには、第１の液晶パネル３において表
示を行うための映像データ信号ＡＤＩと第２の液晶パネル８において表示を行うための映
像データ信号ＢＤＩ、およびデータイネーブル信号ＤＥ等の同期信号が入力され、タイミ
ングコントローラ１Ａは、これらの入力信号から、ソースドライバ２の制御信号として、
映像データ信号ＤＯ，スタートパルス信号ＳＴＨ，シフトクロック信号ＨＣＫおよびデー
タラッチ信号ＳＴＢを出力するとともに、第１のゲートドライバ７Ａと第２のゲートドラ
イバ９Ａの制御信号として、スタートパルス信号ＳＴＶとシフトクロック信号ＶＣＫを出
力する。スタートパルス信号ＳＴＶは、第１のゲートドレイン７Ａと第２のゲートドレイ
ン９Ａとにカスケードに与えられる。
【００２８】
　このように構成することによって、映像データ信号ＤＯが映像データ信号ＡＤＩ，映像
データ信号ＢＤＩとしてフレーム周期で連続して交互にドレイン線４に出力されるように
制御し、そのタイミングに合わせて、第１のゲートドライバ７Ａと第２のゲートドライバ
９Ａとを制御することによって、ドレイン線を共有する第１の液晶パネル３と第２の液晶
パネル８とを同時に観察した場合でも、異なる内容の表示を行うことができる。
【００２９】
　以下、図４を参照して、この例の液晶表示装置の動作を説明する。
　図４においては、解像度（１０２４×７６８）の２枚の液晶パネルにおいて表示を行う
際のタイミングを例として、この例の液晶表示装置の動作を示している。
　タイミングコントローラ１Ａは、図４に示すように、第１の液晶パネル３に対する映像
データＡＤ０～ＡＤ７６７と、第２の液晶パネル８に対する映像データＢＤ０～ＢＤ７６
７が連続して出力されるように、映像データ信号ＤＯを制御する。
　ソースドライバ２は、入力された映像データ信号ＤＯによって、映像データＡＤ０→Ａ
Ｄ１→，…，→ＡＤ７６７→ＢＤ０→ＢＤ１→，…，→ＢＤ７６７の順に、ドレイン線４
に映像データを出力する。
【００３０】
　タイミングコントローラ１は、ソースドライバ２からドレイン線４に出力されるフレー
ムごとの映像データＡＤ０→ＡＤ１→，…，→ＡＤ７６７→ＢＤ０→ＢＤ１→，…，→Ａ
Ｄ７６７が、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８においてそれぞれ正しく表示され
るように、映像データＡＤ０が第１の液晶パネル３に表示されるデータの先頭になるよう
にスタートパルス信号ＳＴＶＡを生成し、映像データＢＤ０が第２の液晶パネル８に表示
されるデータの先頭になるようにスタートパルス信号ＳＴＶＢを生成するとともに、シフ
トクロック信号ＶＣＫを１ライン周期で生成する。
【００３１】
　そして、第１のゲートドライバ７Ａに入力されたスタートパルス信号ＳＴＶとシフトク
ロック信号ＶＣＫ、および第１のゲートドライバ７Ａから第２のゲートドライバ９Ａにカ
スケードに入力されたスタートパルス信号ＳＴＶとシフトクロック信号ＶＣＫによって、
ゲート線５にゲート駆動パルスが出力されたのち、ゲート線６にゲート駆動パルスが出力
される。
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　このような制御を行うことによって、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８は、ソ
ースドライバ２とドレイン線４を共用して、それぞれの液晶パネルにおいて同時に異なる
表示を行うことができる。
【００３２】
　このように、この例の液晶表示装置においては、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネ
ル８において、ソースドライバ２とドレイン線４を共用する構成でありながら、それぞれ
の液晶パネルにおいて、同時に異なる表示を行うことが可能である。
【実施例３】
【００３３】
　図５は、本発明の第３実施例である液晶表示装置の構成を示す図、図６は、本実施例に
おけるゲートドライバの構成を示す図、図７は、本実施例の液晶表示装置の動作を説明す
るためのタイミングチャートである。
　図１，図２に示された第１実施例、および図３，図４に示された第２実施例においては
、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８に対して、それぞれゲートドライバを備える
ように構成されているが、以下においては、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８に
対して共通のゲートドライバを備える場合を第３実施例として説明する。
　この例の液晶表示装置は、図５に示すように、タイミングコントローラ１Ｂと、ソース
ドライバ２と、第１の液晶パネル３と、ドレイン線４と、ゲート線５と、ゲート線６と、
第２の液晶パネル８と、ゲートドライバ１０とから概略構成されている。
　これらのうち、ソースドライバ２，第１の液晶パネル３，ドレイン線４，ゲート線５，
ゲート線６，第２の液晶パネル８は、図１に示された第１実施例の場合と同様である。ゲ
ートドライバ１０は、ゲート線５とゲート線６の双方を駆動可能なゲートドライバである
。
【００３４】
　タイミングコントローラ１Ｂには、第１の液晶パネル３において表示を行うための映像
データ信号ＡＤＩと第２の液晶パネル８において表示を行うための映像データ信号ＢＤＩ
、およびデータイネーブル信号ＤＥ等の同期信号が入力され、タイミングコントローラ１
Ｂはこれらの入力信号から、ソースドライバ２の制御信号として、映像データ信号ＤＯ，
スタートパルス信号ＳＴＨ，シフトクロック信号ＨＣＫおよびデータラッチ信号ＳＴＢを
出力するとともに、ゲートドライバ１０に対する制御信号として、スタートパルス信号Ｓ
ＴＶ，シフトクロック信号ＶＣＫおよび出力イネーブル信号ＯＥを出力する。
【００３５】
　ゲートドライバ１０は、図６に示すように、スタートパルス信号ＳＴＶとシフトクロッ
ク信号ＶＣＫとから、シフトレジスタ７１を共用して、第１の液晶パネル３と第２の液晶
パネル８に対して左右双方に、ゲート駆動パルスＬＸ1，ＬＸ2，…，ＬＸn-1，ＬＸnと、
ゲート駆動パルスＲＸ1，ＲＸ2，…，ＲＸn-1，ＲＸn（ｎは、ゲート線５，ゲート線６の
数）を出力可能であり、出力イネーブル信号ＯＥに応じて左右どちらに出力するかを制御
できるように構成されている。
【００３６】
　この例の液晶表示装置においては、ソースドライバ２に入力される映像データ信号ＤＯ
によって、映像データ信号ＡＤＩと映像データ信号ＢＤＩを１ライン周期で交互にドレイ
ン線４に出力するようにソースドライバ２を制御し、そのタイミングに合わせてゲートド
ライバ１０を制御することによって、ドレイン線４を共有する第１の液晶パネル３と第２
の液晶パネル８を同時に観察した場合においても、異なる内容を表示することが可能にな
る。
【００３７】
　以下、図７を参照して、この例の液晶表示装置の動作を説明する。
　図７においては、解像度（１０２４×７６８）の２枚の液晶パネルにおいて表示を行う
際のタイミングを例として、この例の液晶表示装置の動作を示している。
　タイミングコントローラ１Ｂは、図７に示すように、第１の液晶パネル３に対する映像



(9) JP 4554961 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

データＡＤ０～ＡＤ７６７と、第２の液晶パネル８に対する映像データＢＤ０～ＢＤ７６
７が、１ラインごとに交互に出力されるように、映像データ信号ＤＯを制御する。
　ソースドライバ２は、入力された映像データ信号ＤＯによって、映像データＡＤ０→Ｂ
Ｄ０→ＡＤ１→ＢＤ１→，…，→ＡＤ７６６→ＢＤ７６６→ＡＤ７６７→ＢＤ７６７の順
に、ドレイン線４に映像データを出力する。
【００３８】
　ソースドライバ２からドレイン線４に出力されたラインごとの映像データＡＤ０→ＢＤ
０→ＡＤ１→ＢＤ１→，…，→ＡＤ７６６→ＢＤ７６６→ＡＤ７６７→ＢＤ７６７が、第
１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８にそれぞれ正しく表示されるように、シフトクロ
ック信号ＶＣＫを２ライン周期で生成し、１ライン周期で出力イネーブル信号ＯＥの論理
を反転するように制御する。
　そして、ゲートドライバ１０に入力されたシフトクロック信号ＶＣＫと出力イネーブル
信号ＯＥによって、図６に示されたゲートドライバ１０が、出力イネーブル信号ＯＥに応
じて、ゲート駆動パルスを、ＬＸ1→ＲＸ1→ＬＸ2→ＲＸ2→，…，→ＬＸn-1→ＲＸn-1→
ＬＸn→ＲＸnの順に、ゲート線５，ゲート線６に出力する。
　このような制御を行うことによって、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８は、ソ
ースドライバ２とドレイン線４を共用して、それぞれの液晶パネルにおいて同時に異なる
表示を行うことができる。
【００３９】
　このように、この例の液晶表示装置においては、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネ
ル８において、ソースドライバ２とドレイン線４とを共用する構成でありながら、それぞ
れの液晶パネルにおいて、同時に異なる表示を行うことが可能である。
【実施例４】
【００４０】
　図８は、本発明の第４実施例である液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチ
ャートである。
　この例の液晶表示装置の構成とゲートドライバの構成は、図５，図６に示された第３実
施例の場合と同様であるが、フレーム周期で第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８に
交互に書き込みを行う点が第３実施例の場合と異なっている。
【００４１】
　以下、図８を参照して、この例の液晶表示装置の動作を説明する。
　図８においては、解像度（１０２４×７６８）の２枚の液晶パネルにおいて表示を行う
際のタイミングを例として、この例の液晶表示装置の動作を示している。
　図８に示すように、第１の液晶パネル３に対する映像データＡＤ０～ＡＤ７６７と、第
２の液晶パネル８に対する映像データＢＤ０～ＢＤ７６７が連続して出力されるように、
映像データ信号ＤＯを制御する。
　ソースドライバ２は、入力された映像データ信号ＤＯによって、映像データＡＤ０→Ａ
Ｄ１→，…，→ＡＤ７６６→ＡＤ７６７→ＢＤ０→ＢＤ１→，…，→ＢＤ７６６→ＢＤ７
６７の順に、ドレイン線４に映像データを出力する。
【００４２】
　ソースドライバ２からドレイン線４に出力されたフレームごとの映像データＡＤ０→Ａ
Ｄ１→，…，→ＡＤ７６６→ＡＤ７６７→ＢＤ０→ＢＤ１，→，ＢＤ７６６→ＢＤ７６７
が、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８にそれぞれ正しく表示されるように、１フ
レーム周期で出力イネーブル信号ＯＥの論理を反転するように制御する。
　そして、ゲートドライバ１０に入力された出力イネーブル信号ＯＥに応じて、ゲート駆
動パルスを、ＬＸ1→ＬＸ2→，…，→ＬＸn-1→ＬＸn→ＲＸ1→ＲＸ2→，…，→ＲＸn-1

→ＲＸnの順に、ゲート線５，ゲート線６に出力する。
　このような制御を行うことによって、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネル８は、ソ
ースドライバ２とドレイン線４とを共用して、それぞれの液晶パネルにおいて同時に異な
る表示を行うことができる。
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【００４３】
　このように、この例の液晶表示装置においては、第１の液晶パネル３と第２の液晶パネ
ル８において、ソースドライバ２とドレイン線４とを共用する構成でありながら、それぞ
れの液晶パネルにおいて、同時に異なる表示を行うことが可能である。
【００４４】
　以上、この発明の実施例を図面により詳述してきたが、具体的な構成はこの実施例に限
られたものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があってもこの発
明に含まれる。例えば、各実施例において、液晶パネル３，液晶パネル８の解像度は、１
０２４×７６８の場合に限らず、他の解像度、例えば、１２８０×１０２４、１２８０×
７６８等であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の液晶表示装置は、表裏同時表示形式の携帯電話機に適用して好適なものである
が、この場合に限らず、表示部を複数有する表裏同時表示方式の各種携帯用情報機器等に
おいても、広く利用することが可能なものである。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の第１実施例である液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】同実施例の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図３】本発明の第２実施例である液晶表示装置の構成を示す図である。
【図４】同実施例の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】本発明の第３実施例である液晶表示装置の構成を示す図である。
【図６】同実施例におけるゲートドライバの構成を示す図である。
【図７】同実施例の液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図８】本発明の第４実施例である液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【符号の説明】
【００４７】
　　１，１Ａ，１Ｂ　　タイミングコントローラ（タイミングコントローラ手段）
　　２　　ソースドライバ（ソースドライバ手段）
　　３　　第１の液晶パネル（液晶パネル）
　　４　　ドレイン線
　　５　　第１のゲート線
　　６　　第２のゲート線
　　７，７Ａ　　第１のゲートドライバ（ゲートドライバ手段）
　　８　　第２の液晶パネル（液晶パネル）
　　９，９Ａ　　第２のゲートドライバ（ゲートドライバ手段）
　１０　　ゲートドライバ（ゲートドライバ手段）
　７１　　シフトレジスタ
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